
古
代
の
首
長
た
ち
が
眠
る
古
墳
を
巡
る

し
も
つ
け
の

夜
明
け

し
も
つ
け
の

夜
明
け



佐渡

日本海

高志深江

高志

久比岐

科野

知々夫 印波 筑波
茨城

上海上

蝦夷のクニ（居住地）

信夫

安尺

伊具

浮田

染羽

石城

白河

那
須

久自

那珂 太平洋
新治

下
毛
野上毛野

石背
（会津国造なし）

多珂

菊多

銀装円頭大刀
（ぎんそうえんとうたち：別処山古墳石室内出土遺物：県指定：下野市教育委員会蔵）
現在、下野市立しもつけ風土記の丘資料館で観ることができる

須恵器（塚山南古墳出土：宇都宮市教育委員会蔵）

埴
輪
「
円
柱
の
家
」（
富
士
山
古
墳
出
土
／
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

下
毛
野
（
し
も
つ
け
の
）
と
那
須

し
も
つ
け
の

夜
明
け

　古
墳
は
三
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀

に
か
け
て
、
南
東
北
か
ら
九
州
に
か
け

て
の
日
本
列
島
で
造
ら
れ
、
全
国
に

約
一
六
万
基
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
よ
る
と
、

こ
の
頃
の
栃
木
県
は「
下
毛
野
」と「
那

須
」
の
二
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
地

域
が
七
世
紀
後
半
に
統
合
さ
れ
て

「
下
毛
野
国
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
八
世
紀
に
入
る
と
「
下
野
国
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
で
、
古
墳
に
は
ど
の
よ
う

な
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　古
墳
に
は
誰
も
が
埋
葬
さ
れ

て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な

古
墳
を
造
る
だ
け
の
労
働
力
を
集
め
、

管
理
で
き
る
力
を
も
っ
た
地
域
の
首

長
も
し
く
は
有
力
な
豪
族
た
ち
の
墓

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　古
墳
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら

の
ぼ
る
と
、
古
代
の
人
び
と
の
息
づ

か
い
や
声
な
き
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
。
目
の
前
に
あ
る
古
墳
は
、
遥

か
悠
久
の
彼
方
へ
と
私
た
ち
の
想
像
力

を
い
ざ
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
も
つ
け
の
く
に

し
も
つ
け
の
く
に

し
も
つ
け
の

せ
ん
だ
い
く
じ
ほ
ん
ぎ



思 川 ・ 姿 川 ・ 田 川 流 域那 珂 川 流 域

ま
り
し
て
ん
づ
か
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

び
わ
づ
か
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

あ
づ
ま
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

こ
く
ぶ
ん
じ
あ
た
ご
づ
か
こ
ふ
ん

県指定
史　跡

み
ぶ
あ
た
ご
づ
か
こ
ふ
ん
・
う
し
づ
か
こ
ふ
ん
・
く
る
ま
づ
か
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

な
す
お
が
わ
こ
ふ
ん
ぐ
ん

国指定
史　跡

か
ら
の
ご
し
ょ
よ
こ
あ
な

国指定
史　跡

さ
む
ら
い
づ
か
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

つ
か
や
ま
こ
ふ
ん
ぐ
ん

県指定
史　跡

な
が
お
か
ひ
ゃ
く
あ
な
こ
ふ
ん

県指定
史　跡

き
た
や
ま
こ
ふ
ん
ぐ
ん

市指定
史　跡

ち
ゃ
う
す
や
ま
こ
ふ
ん

国指定
史　跡

ふ
じ
や
ま
こ
ふ
ん

県指定
史　跡

さ
さ
づ
か
こ
ふ
ん

県指定
史　跡

五 行 川 流 域

せ
ん
げ
ん
や
ま
こ
ふ
ん

町指定
史　跡

か
め
の
こ
づ
か
こ
ふ
ん

県指定
史　跡

ろ 5は 5

は 5

は 5

は 5

ろ 5ろ 5

は 4

は 4は 4

に 4 は 4

に 3

に 3

に 3 は 5

摩
利
支
天
塚
古
墳

琵
琶
塚
古
墳

吾
妻
古
墳

国
分
寺
愛
宕
塚
古
墳

壬
生
愛
宕
塚
古
墳
・

牛
塚
古
墳
・
車
塚
古
墳

那
須
小
川
古
墳
群

唐
御
所
横
穴

侍
塚
古
墳

塚
山

古
墳
群

長
岡
百
穴
古
墳

北
山
古
墳
群

茶
臼
山
古
墳

富
士
山
古
墳

笹
塚
古
墳

浅
間
山
古
墳

亀
の
子
塚
古
墳

四
世
紀
後
半
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。
上
侍
塚
古
墳

（
上
）
は
、
那
珂
川
流
域
で
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、

下
侍
塚
古
墳
（
下
）
は
「
日
本
で
一
番
美
し
い
古
墳
」

と
称
さ
れ
て
い
る
。

五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
め
頃
に
造
ら
れ
た
県
内
有
数
の
大
型

前
方
後
円
墳
。
頂
上
に
は
護
身
と
蓄
財
な
ど
の
神
で
あ
る
摩
利

支
天
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

下
毛
野
国
を
見
守
る
王
者
の
墓

六
世
紀
前
半
頃
の
築
造
。
横
か
ら
見
る
と
、
楽
器
の
琵
琶
を
思

わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
季
節
に
な
る
と
、

周
辺
に
は
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
ほ
こ
る
。

県
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
前
方
後
円
墳

壬
生
愛
宕
塚
古
墳（
右
下
）と
牛
塚
古
墳（
左

下
）
は
六
世
紀
後
半
頃
か
ら
七
世
紀
初
め
頃

に
か
け
て
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
。
車
塚
古

墳
（
左
）
は
七
世
紀
前
半
頃
に
造
ら
れ
た
円

墳
の
中
で
は
全
国
最
大
級
の
規
模
を
ほ
こ
り
、

凝
灰
岩
（
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
）
を
組
み
合
わ

せ
た
石
室
は
見
学

可
能
。

黒
川
東
岸
に
眠
る

「
壬
生
の
古
墳
群
」

六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
め
頃
の
築
造
。
埋
葬
施
設
は
愛
宕
神

社
社
殿
西
側
に
あ
る
こ
と
が
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
。

古
代
国
分
寺
地
域
最
後
の
前
方
後
円
墳

六
世
紀
後
半
頃
の
築
造
。
石
室
（
せ
き
し
つ
）
は
自
然
石
の
一

枚
石
で
造
ら
れ
、
金
銅
製
の
馬
具
や
銀
装
の
小
刀
な
ど
覇
者
に

相
応
し
い
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

県
内
最
大
規
模
を
誇
る
覇
者
の
墓

三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
造
ら
れ
た
関
東
地
方
で
最
も
古
い
時
期
の
古
墳

群
。
駒
形
大
塚
古
墳
（
上
）・
那
須
八
幡
塚
古
墳
（
中
）
か
ら
中
国
鏡
な
ど
貴
重
な

副
葬
品
が
出
土
し
、
吉
田
温
泉
神
社
（
よ
し
だ
ゆ
ぜ
ん
じ
ん
じ
ゃ
）
古
墳
（
下
）
に

は
葬
送
に
伴
う
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

古
代
那
須
地
域
を
物
語
る
前
方
後
方
墳
群

平
将
門
一
族
の
伝
説
が
残
る

古
代
の
墓
室

黄
門
さ
ま
が
調
査
を
命
じ
た
前
方
後
方
墳

七
世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。凝
灰

岩
（
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
）
の
丘
陵
の
南
斜
面
に

掘
り
込
ま
れ
た
精
巧
（
せ
い
こ
う
）
な
横
穴
墓

（
よ
こ
あ
な
ぼ
）で
、
あ
た
か
も
一
戸
の
住
宅
を

思
わ
せ
る
。

七
世
紀
に
造
ら
れ
、
丘
陵
の
岩
肌
を
利
用
し
た

横
穴
墓
群
。
各
横
穴
墓
に
は
、
地
元
で
弘
法
大

師
一
夜
の
作
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
観
音
像

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

五
十
二
の
穴
が
く
り
ぬ
か
れ
た
横
穴
墓

六
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
造
ら
れ
た
古

墳
群
。
三
つ
の
前
方
後
円
墳
か
ら
な
り
、
自
然

の
丘
陵
を
巧
み
に
利
用
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。

丘
陵
か
ら
見
守
る
古
代
の
霊
園

五
世
紀
中
頃
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

県
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
。古
墳
の
上

に
は
薬
師
堂
が
祀
ら
れ
、
近
隣
の
人
た
ち

の
崇
敬（
す
う
け
い
）を
集
め
て
い
る
。

王
者
の
風
格
た
だ
よ
う

前
方
後
円
墳

五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初
め
頃
に
造

ら
れ
た
古
墳
群
。
前
方
後
円
墳
の
塚
山

古
墳（
左
）に
は
、所
有
者
の
手
に
よ
っ
て

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
上
に
あ
る

古
墳
群

六
世
紀
後
半
頃
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
。

明
治
時
代
に
発
掘
調
査
が
さ
れ
て
お
り
、
家

形
の
埴
輪
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
高
低
差
の

あ
る
堤
は
圧
巻
。

「
は
に
し
の
里
」の
シ
ン
ボ
ル

六
世
紀
後
半
頃
に
造
ら
れ
た
円
墳
。
こ
こ
で
出

土
し
た
高
さ
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
家
形
埴
輪
は
、
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料

館
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
内
屈
指
の
巨
大
埴
輪
が
出
土

四
世
紀
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
の

入
口
に
あ
る
木
製
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道
を
上

る
と
、
浅
間
神
社
の
小
さ
な
祠
（
ほ
こ
ら
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

丘
陵
の
入
口
で
見
守
る
前
方
後
方
墳

四
世
紀
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後
方
墳
。

古
墳
の
上
に
は
行
事
神
社
が
祀
ら
れ
、
秋
の

例
大
祭
で
は
子
供
相
撲
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

首
を
の
ば
し
た
亀
に
見
え
る
墓

雷電山古墳

行
事
神
社
／
芳
賀
町
西
高
橋

（
般
若
寺
跡
駐
車
場
）

芳
賀
町
八
ツ
木

（
北
山
霊
園
）

（
北
山
霊
園
）

宇
都
宮
市
瓦
谷
町・岩
本
町

宇
都
宮
市
長
岡
町

壬
生
町
羽
生
田

下
野
市
国
分
寺

壬
生
町
藤
井
・
栃
木
市
大
光
寺
町

那珂川町和見

宇都宮市西川田町

（県総合運動公園）
（県総合運動公園）

宇都宮市東谷町

壬生町壬生甲

74 487 604*31

74 843 322*4374 844 246

39 652 006*51 39 286 893

駐
車
場

ト
イ
レ

マ
ッ
プ
コ
ー
ド

大
田
原
市

湯
津
上

（
大
田
原
市
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
）

（
大
田
原
市
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
）

（
摩
利
支
天
塚・琵
琶
塚
古
墳
資
料
館

  
ま
た
は
琵
琶
塚
古
墳
東
側
）

小
山
市
飯
塚

（
摩
利
支
天
塚・琵
琶
塚
古
墳
資
料
館
）

（
摩
利
支
天
塚・琵
琶
塚
古
墳
資
料
館

  

ま
た
は
琵
琶
塚
古
墳
東
側
）

小
山
市
飯
塚

（
摩
利
支
天
塚・琵
琶
塚
古
墳
資
料
館
）

よ
こ
あ
な
ぼ

神
徳
大
神
宮
／
壬
生
町
七
ツ
石

那
珂
川
町
小
川
・
吉
田

（
駒
形
大
塚
古
墳
の
み
）



季節ごとに
表情を変えながら
出迎えてくれる

足利市内の古墳たち

6世紀後半頃の築造。公園内にある
9基のうち円墳の1・2号墳の発掘
調査は、明治以降の科学的手法によ
る古墳発掘の先駆けとなった。

“憩いの森” と呼ばれる八幡山に、6
世紀中頃からおよそ100年間に築造
された円墳が70基以上あり、今な
お壊されることなく残されている。

6世紀後半頃に築造された前方後円
墳。山頂から市内を眺めながら、古
墳に眠る支配者が自らの領土を眺め
た時の姿を想像してみたくなる。

足利公園
足利市緑町1丁目

足利公園古墳

市指定
史跡

下野國一社八幡宮
足利市八幡町

八幡山古墳群

県指定
史跡

織姫公園
足利市本城3丁目

機神山山頂古墳

市指定
史跡

（織姫公園） （織姫公園）

（下野國一社八幡宮）

（足利公園）（足利公園）

（下野國一社八幡宮）

栃木県内の出来事
（国内の主な出来事）

ヤマト王権の成立。古墳が造られはじめる

地域的な文化圏の形成

駒形大塚古墳、吉田温泉神社古墳群、那須八幡塚古墳、
侍塚古墳、亀の子塚古墳、浅間山古墳

前方後方墳が造られる

笹塚古墳、塚山古墳群

広域的な支配者が出現し、前方後円墳が造られる

百済から仏教が伝わる（538年、552年とも）

前方後円墳が数多く造られる

八幡山古墳群（～7世紀中頃）、北山古墳群

車塚古墳、長岡百穴古墳、唐御所横穴

国名が「下毛野国」から「下野国」になる

3世紀

4世紀

5世紀

6世紀

7世紀

8世紀

年 代

牛塚古墳
国分寺愛宕塚古墳

廐戸皇子（聖徳太子）が摂政となる（593年）

前方後円墳が造られなくなり、円墳や方墳が多く造られる

足利公園古墳、機神山山頂古墳、吾妻古墳、
壬生愛宕塚古墳、茶臼山古墳、富士山古墳

駐車場 トイレ

摩利支天塚古墳、琵琶塚古墳

那須国が下毛野国に編入され「那須評（郡）」となる

大化の改新（乙巳の変:いっしのへん）がはじまる（645年）

は た が み や ま さ ん ち ょ う こ ふ ん



ふかく知る 博物館・資料館

～侍塚古墳と足利公園古墳～

【所在】小山市乙女1-31-7
【問】0285-45-5331【開】9時～17時（入館は
16時半まで）【休】月（祝休日は開館）祝休翌日
（土日の場合は開館）第4金曜日,年末年始（12
月28日～1月4日）特別整理期間（年1回,10日
以内）【料金】無料（企画展開催時は有料）【駐車
場】あり

【所在】下野市国分寺993
【問】0285-44-5049【開】9 時～17 時（入
館は16時半まで）【休】月（祝休日は開館）
第3火曜日,祝休翌日（土日の場合は開館）年
末年始,【料金】無料【駐車場】あり

【所在】壬生町本丸1-8-33
【問】0282-82-8544【開】9時～17時（ただし、
火曜は13時～。入館は16時半まで））【休】月,
火曜午前,祝休日（企画展開催時のみ開館）年末
年始【料金】無料（企画展開催時は有料,中学生
以下は無料）【駐車場】あり（壬生町城址公園）

【所在】宇都宮市上欠町151-1
【問】028-659-0193 【開】（4～10 月）9 時
～17時（入園は16時半まで）（11～3月）9
時～16時半（入園は16時まで）【休】月（祝
休日は開館）祝休翌日（土日の場合は開園）
年末年始【料金】無料【駐車場】あり

【所在】下野市紫474
【問】0285-44-8441【開】9時半～16時半（入
館は16時まで）【休】土,祝休日,年末年始,
年度末,年度始めの定める日（日曜日と祝休日
が重なる場合は開館,翌日休館）【料金】無料【駐
車場】あり

【所在（那珂川町）】那珂川町小川3789
【問】0287-96-3366
【所在（大田原市）】大田原市湯津上192
【問】0287-98-3322【開】9時半～17時（入
館は16時半まで）【休】月（祝日の場合は開館）
祝休翌日（土日の場合は開館）年末年始（12 月
29日～1月3日）,臨時休館日あり 【料金】一
般100円（80円）学生50円（40円） ※（ ）
は20名以上の団体料金【駐車場】あり

　栃木県内には、日本の考古学史を語
る上で重要な古墳が2つあります。侍
塚古墳と足利公園古墳です。侍塚古墳
は元禄５（1692）年、水戸藩主徳川光
圀が命じて、日本初の考古学的な発掘
調査が行われました。光圀は発掘調査
後、出土品を松の箱に入れて埋め戻し、
古墳の景観保護のため松を植えました。
一方、足利公園古墳は明治19（1886）年、

当時東京帝国大学大学院で人類学を学
んでいた坪井正五郎によって、日本人初
の科学的な学術調査による古墳発掘が
行われました。この発掘は、坪井によ
る発掘調査の学術的意義を理解した足
利の有志たちの協力なくしては成功しま
せんでした。いずれも、文化財として後
世に伝えることに力を注いだ先駆的な
発掘調査として記憶されています。
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小山市立博物館

下野市立しもつけ風土記の丘資料館

壬生町立歴史民俗資料館

うつのみや遺跡の広場［国指定史跡 根古谷台遺跡］

栃木県埋蔵文化財センター

那珂川町なす風土記の丘資料館
大田原市なす風土記の丘湯津上資料館

湯
津
神
村
車
塚
御
修
理

　武
茂

郷（
む
も
ご
う
）の
名
主
大
金
重

貞（
お
お
が
ね
し
げ
さ
だ
）が
記
し

た
発
掘
に
関
す
る
文
書（
個
人
蔵
）

２つの日本初と古墳発掘



栃木県教育委員会事務局文化財課
☎028-623-3424

小山市教育委員会事務局文化振興課
☎0285-22-9826

下野市教育委員会事務局文化財課
☎0285-32-6105

芳賀町教育委員会事務局生涯学習課
☎028-677-0009

足利市教育委員会事務局文化課
☎0284-20-2230

宇都宮市教育委員会事務局文化課
☎028-632-2768

栃木市教育委員会事務局文化課
☎0282-21-2497

大田原市教育委員会事務局文化振興課
☎0287-98-3768

壬生町教育委員会事務局生涯学習課

☎0282-82-8544
（壬生町立歴史民俗資料館）

那珂川町教育委員会事務局生涯学習課

☎0287-96-3366
（那珂川町なす風土記の丘資料館）

関係連絡先一覧

写真提供・協力者（敬称略）

宇都宮市教育委員会／大田原市教育委員
会／小山市立博物館／下野市教育委員会
／東京大学大学院情報学環図書室／那珂川
町教育委員会／壬生町立歴史民俗資料館

しもつけの夜明け
【表紙写真：左上から】足利公園古墳／大刀柄頭（別処山古墳出土）
／下侍塚古墳／画文帯四獣鏡（駒形大塚古墳出土）／車塚古墳／馬
形埴輪（写真右最下部：甲塚古墳出土）

とちぎ
いにしえの回廊 壱壱

発  行 栃木県教育委員会事務局文化財課
〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20

https://www.inishie.tochigi.jp

「とちぎいにしえの回廊」とは

　古くから自然と人間とのかかわりを通じて、人びとの生活の中から
生まれ、大切に守られてきた文化財。このプロジェクトは、栃木県内
に残る貴重な文化財を７つのテーマ（川と古墳、東山道、中世武士団、
日光への道、近代化遺産、おくのほそ道、くらしと水）から紹介する
ことで、文化財という「宝」を知ってもらい、また新たな魅力を発見
してもらうプロジェクトです。

とうさんどう

　また、専用ＷＥＢサイトを開設しました。こちら
では、特集ページのほか、県内の文化財やお祭り・
伝統行事の開催情報の提供など、本パンフレット
に掲載されていない情報が掲載されています。ぜ
ひチェックしてみて下さい。

https://www.denso-communications.jp/mapcode/whats.html

※「マップコード」および「MAPCODE」は（株）デンソー
の登録商標です。「マップコード」の使い方については、
開発元の（株）デンソーのホームページをご参照ください。

2014（平成26）年3月 第1刷発行
2015（平成27）年7月 第2刷発行
2018（平成30）年3月 第3刷発行
2021（令和 ３ ）年３月 第4刷発行

マップコードとは?


